
静岡県内のホタル生息状況と環境問題

大竹 和 男 (静岡県沼津市)

1990年～1992年にかけて、「沼津ホタル保   92年 は教育現場に 「環境問題」が組み込ま

護研究会」が中心となって静岡県における全  れ られるようになったのを機会にアンケー ト

県レベルのホタルの生息調査を実施した。こ  の 内容に、「行政との関わりや教育現場での

れは県内の行政機関や自然愛好家に呼びかけ  取 り組み方」等を追加 し、9月 から10月にか

て行ったものであり、一応まとまりかけたの  け ての後、調査としたものである。

で中間報告とするものである。

調査方法は90年と91年は、ホタルの発生す

る時期を見計らってアンケー ト用紙 (下記資

料参照)を 郵送 し記入できる範囲内でまとめ

てもらい、返送されてきたものを後日分析 し

たものである。
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ホタル生き状況と自然復元の活動状況調査書
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※ 紙 面の都合により縮小サイズの表や 「ホ

イルの自然生息地調査箇所」の詳細表などは

発表会当日、B4サ イズの資料として配布す

ることといたします。

ホタル生息と河川との相関関係

静岡県内の河川マップ1991.4.30現在

静岡県内を流れる河川のうち、一級河川は

喉諾掃と素資]響景督歓奈盆;喬掃F竺縁再
川に流入するものが491河川、単独河ケ||が54
河川で合計814河 夕||に及ぶ。上記の河川マ ッ

プを見ても解るように毛細血管のようである

が、これらの河川の中でゲンジボタルの生息
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しているのは殆ど準用河川である。ヘイケボ

タルは辛 じて残されている水回や休耕回の中

で確認されているが、最近、親子で郊外まで

出て 「ホタル狩」などする人もないので確認

情報が少ないのではと推論している。

一級河川にゲンジボタルが確認できないの

は、勾配が強く、他県とは異なった水量や護

岸になっているため生息できないではないか

とも思う。

ヒメボタルは富士山麓に1件、佐久間町の

山中に 1件 と非常に少ないのは観測者が実物

を見たことがないためとも考えられる。クロ

マ ドボタルも同様陸棲ボタル故に確認出来ず

報告が少ないものと思われる。

この調査をまとめながら、滋賀県の 「ホタ

ルダス」や熊本県 ・長野県の 「ホタル生息調

査」には及びもつかないが、90・91年の調査

では把握できなかった地域の情報が得られた

のは、環境問題が学校教育や社会教育の現場

で注目されはじめた効果ではないかとも考え

ている。

「静岡県ホタル連絡協議会」も組織された

のを機会に、今後はじっくり時間をかけて現

地調査なども組み入れながら 「静岡県ホタル

マップ」が作成できるまでにしたいと願って

いる。

なお、大場 (1985)が報告したゲンジボタ

ルの 「発光パターン」の2型 (東日本型と西

日本型)の 環境領域が静岡県内にあるはずだ

と言われ、その調査も合わせて行ってきた。

限られた期間での現地調査によると安倍川以

東のゲンジボタルが東日本型で、それ以西が

西日本型のように思われたがデーター不足で

はっきりと確定することはできなかった。し

かし、営士川の東地域に中間型ともいえる3

秒周期のゲンジボタルを数ヶ所確認できたこ

とは大きな収穫であったと思っているが、更

に追調査が必要である。

ホタルの生息状況から見た環境問題

自然発生地は69箇所ほどである。その他人

工飼育施設を活用して増殖を試みている所が

24箇所報告されている。その中には学校内に

「ホタル」の飼育施設を設置 し、生活科や環

境教育の~つ の手段として取り組んでいる所

が 6校報告されている。なお、行政が地域住

民と連携するなかでホタルを合める 「生物の

多様生」を求めての自然環境復元に力を注ぎ

始めた所が10箇所ほど報告されている。

静岡県は、風光明据 ・気候温暖で自然に恵

まれすぎているのが要因か、ゴルフ場造りや

日本列島ベル ト地帯の中核でもあり、自然破

壊の進行状態は群を抜いていたのが現状で、

自然環境にはあまり関心がなかったと言って

も過言ではないと思っていた。最近、環境間

題が世界的規模で叫ばれはじめたのを機に意

識変革がなされ、各地で自然環境問題が取り

上げられシンポジウム等も開催され 「ホタル

の里」作りやビオ トープ論などが話題となり、

「自然との共生」をめざした活動が展開され

はじめたのが現状である。
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